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Abstract
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1.は じめ に

Microsoft Ottce 2000/97は ,日常的に良 く使う同一の

処理を自動化するマクロ処理の機能を有している。マク

ロ処理を記述するための言語は,VBA(Visual Basic for

Application)と 言われている。Microsoft Visual Basic

のミニ版であり,Word,Excel等 のマクロプログラミン

グ言語 としても使用される。VBAで はプログラム作成
用のエディタ (VBE)が使用でき,機能はVisual Basic
より劣るものの,同一操作でプログラミングが可能であ
る。Microsoft Excelの 場合,通常,メ ニューバーから行

う各種の設定について,ほ とんどステー トメントやプロ
パティが準備されており, これらに数値等を代入するこ

とにより,設定がコード上で言己述可能である。VBAプ ロ
グラム言語自体は Basicで あり,初歩的な Basicに関す

る知識があれば誰でもマクロの作成は可能である。

各学科の事務では,会計課からフロッピーディスクで

提供される教員の個人別予算使用状況表のテキス トファ

イルを MicrOsoft Excelに 読み込み,各種設定を行うこ
とにより,書式を整えて印刷をし,教員に配布している。

テキス トファイルの数はエネルギーエ学科の場合,51個

であり,51回 も同一の単純操作を繰 り返すことになる。
省力化のため, この一連の処理をマクロプログラミング

することにより,マ ウスを数回クリックする操作だけで,

テキス トファイルの読み込みから,印刷の処理までの一

連の操作を自動的に行うことが可能なマクロ処理プログ

ラミングの方法等を紹介する。

2.マクロ処理の作成方針とコーディング

2.1 ファイル変換

会計課から提供されるファイルは,MS―DOS形式の
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テキス トファイルで, リス ト1の形式になっている。こ

のテキス トファイル (*.TXT)を ,マ ウス操作だけで自動

的にディスクか ら読み込み,す べてのファイルを MI―

crosoft Excelの ブック形式に変換する。そして,同時に

主 ファイル名 を“小山旅費.xls"の ように意味のある

ファイル名に変更する。

そのため,予めリス ト2に示すような対応するファイ
ルー覧 (ne。任.txt)を 準備する。プログラムの実行 は,

Microsoft Excelを立ち上げ,マ クロが記録されたブッ
ク形式ファイル【ファイル変換 xls】 を開くことにより自

動実行される。

(1)各種ファイルを格納したディレクトリ確認のた
めの Formオ ブジェクトの作成

■ C:¥datalホ ルダ

プログラム本体 【ファイル変換 xls】

ファイル名変換ファイル 【neor txt】

■ C:¥data2

処理するテキストファイル 【121_txt】 ,……

■ Ci¥data3

変換後のブック形式ファイル格納 【小山.xls】 ,

*Windows上 ではホルグと呼ぶが,VBAで はディレク
トリと呼んでいる。

リス ト1 *.TXTフ ァイル

部所元帳

1999/4/1

2000/1/31

部所名 :000129 小山信次

伝票 No.,日 付,部門,勘定科目,摘要,当月,累計,
予算残,消費税,補助科目,支払先
","∴ ","繰   越",0,0,2365410,",","
"C000032","41","工 学部","286前  払  金"""前
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年度分振替パソコンリース料

Hl1 4-Hll_10日 立 ク レジット'',-166327,0,0,""ギ

(教)賃 借 料",""

"C000032","41","工 学部","809(教 )賃 借 料","前

年度分振替パソコンリース料 Hll_4～ Hll 10日 立ク

レジット'',166327,0,2365410,"",''",,,,,

リスト2 Fleoff TXTフ ァイル

"121 TXT","伊藤"

"122 TXT",'梅森 "

"123.TXT","本間"

"124.TXT","河 山ヽ"

"130.TXT","岡村 "

改行

改行

改行

改行

改行

EOF

(2).テ キストフアイルの読み込みとブック形式で

ファイル名を変更して保存

'Fleor txtの 読み込み

Open TxtFileNameS For lnput As#1

1%=0
Do Until EOF(1)

i%三 i%+1
1nput#1,FileNamelS(i%),

FileName2s(1%)

Loop

Close#1

Nmax%=i%

'Excelシー トヘテキス ト形式 ファイル読 み込 み と

ブック形式で保存後,シー トを'を閉じる

For i%=l TO Nttax%

Vヽorkbooks.OpenText Filename:="d:¥Data2¥"

&FileNamels(1%),

DataType:=xlDelimited,Comma:=True

Activeヽん/orkbook  SaveAs OutPath &

FileName2s(1%)&".xls"

Activeヽ Vorkbook Close False

Next i%

(3)標準モジュールとExcelブック形式ファイル読み
込み時に自動実行するためのコマンドをモジュー

ルとこ言己支△

標準モジュールはグローバル変数の記述のために必要

であり,自動実行はすでに存在する ThisWorkBookの

プロシージャーに一行を追加すればよい。この場合は

フォームをロードし,表示することから実行される。

Private Subヽ VorkBook OPEN ()

UserForml Show  'フ ォームのロードと表示

End Sub

2.2 ファイルの印刷

変換された Excelブ ック形式ファイルを,リ ス トボッ

クスから選択し,印刷不用な列を削除し,列幅を最大文

字数に合わせた後,印刷用紙の向き,余白マージン等を
コードにて設定し,印刷プレビュー画面にて確認あるい

は再設定 した後印刷の処理を行 う①すべてマウスをク

リックするだけで前述の処理を可能にする。ここで用い

たプロパティ,ス テー トメントはVBAの ヘルプで調べ
ることができる。

(1)フ ォームの作成

フォルダー等の確認,変更のための初期画面のフォー

ムと印刷するファイルを選択するための LisrBox,印 刷

開始等の Commandボ タン等を設定 したフォームを作

成する。

(2).列幅最適化,列非表示,書式等のコード

主要な処理のコードの例を下記に示す。

'■データの最大行数と列数を調べる

RowslMax%=Selection Rows Count

ColumnsWfax%=Selection Columns.Count

'■ E列 最大文字数にセル幅を最適化
Selection Columns("E:E")AutoFit

'■不用表示項 目の非表示 Ci吉[F]D:勘 定項 目
I:消費税

Range("c:c'')Select

Selection.EntireColurlin.Hidden=True

Range(''d:d'つ .Select

Selection.EntireColumn.Hidden=True

Range(''I:I'')Select

Selection.EntireColumn.Hidden=True

'■印刷書式設定

Range("Al:"&EEnds)。 Select
'データ全領域選択

lヽrithッヘctiveSheet_PageSetup

.CenterHorizontally=False

_Orientation=xlLandscape'

.PrintArea=Selection Address

'セ ンタリング

用紙横置き

'印刷領域指定
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図 1 マクロ実行初期画面

工一一止

処王里フアイルをクリックし
選択してください

選択したファイル名

1小山

融

|1輔劇
図 2 印刷マクロ処理の起動画面

.LeftMargin=Application.Centimeter

sToPoints(2)

'左余白 20 mm
RightⅢ笙argin=Apphcation.Centilneter

sToPoints(2)

'右余白 20 mm

Topwrargin=ッ生pphcation.Centimeter‐

sToPoints(15)

'上余白 15 mm
BottomⅣ笙argin=Apphcation.Centimeter―

sToPoints(1.5)

'下余白 15 mm
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長示鬱 拝入0 ツールω データO_) ハJbブけ

邑 V 出翡 亀 |も E舟 と↓1堕 印 MS P」シック     ・ Hl ▼

日 C 主な処理機能

1.リストポックスから選択した変換雀OExcelプック
ファイJ♭0印刷処理

2,不用ぬ項目の非表示皓F円、勧定科日、消費看妙

3.セル幅の自動最適化処理

4.印刷書却 白勤設定

Ex∝ Iジックファイ)レの保存ドライジとホ)レ会

|):Jditi3挙

ズSheetを
‐
椰 ]可 :

埋 ファイ)♭服

図3 印刷するファイルの選択画面

図4 プレビュー画面から【設定】を選んで書式設定

」

'■プレビュー画面表示

ActiveSheet_PrintOut PreView:三 True

Activeヽ rヽorkbook Close False

'保存せずブックを閉じる

3.マクロプログラムの実行結果

3.1 ファイル変換プログラム

Microsoft Excel起 動後,【 ファイル】→【開く】→ C:

¥DATAlの 【ファイル変換 xls】 を選択。マクロを有効
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にするかどうかのウインドウが表示されるが 【マクロを

有効にする】クリックすると図1の初期画面が表示され

る。変換処理開始のボタンをクリック後,確認メッセー

ジが表示されるが,通常は,【 OK】 クリックするとすべ

てのファイル変換がスタートし,変換後,終了する。処
理時間は数分程度である。

3.2 マクロによる印刷処理

ファイル変換後,Microsoft Excel を起動し,マ クロ

が記録されているExcelブック形式ファイル 【E日刷 xls】

を開くと,マ クロ処理プログラムが自動実行される。図
2は最初の画面である。

【処理ファイル選択へ】ボタンクリックすると次の画面

(図 3)が表示される。リストボックスから印刷処理した

い項目をクリックし選択する。【選択したファイル名】欄

に選択 したファイル名が表示されるのを確認する。間

違った場合は別のファイル名をクリック。【E日刷処理開

始】ボタンをクリックすると,列幅の最適化,印刷書式
の設定等の処理が自動実行される。

次に,プレビュー画面が表示されるのでさらに詳細な

印刷書式の設定 と,自動実行結果の確認ができる。図 4の

プレビューで,設定画面を閉じた後,【 E「刷】ボタンをク

リックすると印刷開始。【閉じる】をクリックすると印刷

しない。この後,図 3の印刷ファイル選択画面に戻 り,次

の印刷をするファイル選択状態になる。印刷処理 も,す
べてのファイルを一括処理することも可能であるが,こ

の場合は,プ リンターの処理が追いつかずタイムアウト

するので,プ リンターからの信号を調ベレディ状態に

なったときに印刷データをプリンターに送るルーチンを

記述することが必要である。

4。  ま と め

Microsoft Excelの処理を自動化し,単純作業を省力
化するためマクロプログラムを作成 した。Microsoft

Omce 2000/97に 含まれる Excel,Word,Accessの マク

ロ言語 として採用されているVBAは ,Visual Basicと
ほぼ同等の機能を有しており,各アプリケーションのメ
ニュー項目において設定できるできる事項はプログラム

コード上で設定可能である。このようなステー トメント

が豊富に準備されている。

作成した 2つ のマクロ処理プログラムは,マ ウス操作
だけで処理が可能であり,使用していただいた結果では,

手作業による変換,印刷処理は数日間の作業であったが,

このマクロ処理では数時間で終了し,ほ とんどプリン

ターが個々のファイルを印刷処理終了までの待ち時間で

ある。プリンターのタイムアウトが発生しなければ,1回

のマウスのクリックで処理が終了する。操作の容易さに

おいてはまずまずであり,省力化の点においては目標通

りの結果が得られたと思われる。

対応するテキス トファイルを作成する場合,プログラ
ム作成用の専用エディタが各事務室のパソコンにはイン

ス トールされていないため,改行マークやファイルの終
わ り(EOF),余 分な空白などの混入の確認が困難で,
ファイル読み込み時にエラーの トラブルが生じた。この

ようなトラブルは,学生が実験データを整理するための
MS―DOS形式テキス トファイルを作成する場合にもし
ばしば生ずるミスでもある。

事務室で使用されている他の処理ソフトもちょっと工

夫すればかなりの省力化が期待できるので試みる価値が

あると思われる。
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